
サゴヤシは熱帯泥炭土壌で栽培可能な数少ない
作物のひとつであるが、初期生長が遅い

世界の飢餓人口増加
→食糧増産が急務

現在の耕地面積では限界
→新たな耕作地が必要

インドネシア国リアウ州トゥビンティンギ島のサゴヤシプランテーション

サゴヤシ初期生長改善における窒素施肥の検討

供試サゴヤシ：圃場移植7カ月後のもの

処理区：＋Ｎ区、－Ｎ区

施肥時期：乾季、雨季

施肥：重窒素ラベル尿素 9g N 本－1

（Ｐ・Ｋ、微量要素を各処理区に施肥）
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乾季 ＋Ｎ区 80 161 7 800 a

－Ｎ区 60 124 5 292 b

雨季 ＋Ｎ区 80 161 6 806

－Ｎ区 80 163 8 834

熱帯泥炭土壌における窒素施肥は
サゴヤシ初期生長を改善した

結論

表1 各処理区の生長程度

図1 施肥してからサンプリングするまでに
サゴヤシ1本あたりが吸収した全Ｎ量

乾季での窒素施
肥は、有意に窒
素吸収量と乾物
重を増加させた
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熱帯泥炭土壌における窒素施肥がサゴヤシ初期生長に与える影響
生産生態制御学講座 附属農場分野 菅谷 耕紀
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はじめに

東南アジアには未利用の広大な熱帯泥炭土壌が存在

この土壌は作物栽培に不適な不良土壌

試験地

熱帯泥炭土壌における窒素施肥がサゴヤシ初期生長に与える影響
生産生態制御学講座 附属農場分野 菅谷 耕紀


